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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 近年Colono丘berscopeの進歩により大腸疾患の診断は

飛躍的に向上した．この結果，全大腸の粘膜の変化が細

かく観察できるようになり，また生検組織診断が可能と

なった．さらに経内視鏡的polypectomyが実用化され，

開腹という苦痛から患者は開放された．本論文はこのよ

うな見地から，このColono丘berscopyの臨床評価，問題

点を約700回の施行経験から検討した．

 研究対象

 台湾大学附属病院内科における1971年11月30日から19

 75年9月19日までの3年10ヵ月に下部消化管症状を訴

える患者を対象とした．検査施行症例数は570例，施行

回数は732回である．

 使用器具

 ColonoGberscopeは，オリンパス製CF・LB， CF・MB2，

光源は，CLE一皿，CLX， CLXFを使用した．

 研究結果

 1）Colono5berscopeの深部挿入率は年々向上してい

るが，最近1年間の回盲部への挿入率は78．7％に達し

た．これはSliding tubeの使用により挿入の手技が簡単

になったことによる．

 2）本法による大腸疾患に対する診断能をみると，全

例の49．8％は内視鏡によりX線検査を中心とした臨床診

断を再確認しえた．なお全例の46．3％は臨床診断をあら

ためた．また診断不能は3．9％にすぎなかった．

 3）注腸X線にて狭窄像を示したものは131例である

が，そのうちColono丘be』scopyによって54例（41．2％）

には異常が認められなかった．

 4） 注腸X線が正常であった158例の慢性下痢症に対

して行なったColono丘ber3copyにより30例（19％）に器

質的疾患が認められた．

 5）下部消化管の出血症例は157例で，このうち109

例は出血源が不明であったが，Colono丘ber3copyによっ

て90例（88％）の原因が判定できた．出血例の出血源は

結腸癌45例，ポリープ33例，潰瘍性大腸炎17例の順であ

った．

 6） 緊急大腸鏡検査は，19例に施行し，全例の出血部

位を確認しえた．

 7） 内視鏡で発見した大腸ポリープは83例，施行例の

14．7％であった．部位別では，127個中66個（52％）が

S状結腸と直腸に存在した．

 8）Polypectomyの目的は大腸ポリープ完全生検と治

療（止血）である．このPolypectomyは37例40個に施

行された．そのうちPolypoid cancer 1例， adenoma

with maligna臓t change 6例であった．偶発症は経験し

ていない．

 9）大腸悪性疾患82例中原発性大腸癌は75例，そのう

ち早期癌5例，早期癌と進行癌の併存が7例あった．そ

の他malignant lymphoma 2例（lymphosarcoma 1例と

H（剛gkin’s disease 1例）と白血病の大腸粘膜浸潤が1

例あった．

 10）炎症性疾患69例中，潰瘍性大腸炎24例，Cro㎞病

9例，アメーバ赤痢5例，放射線直腸炎5例，腸結核4

例などであった．以上の疾患は内視鏡的鑑別診断が可能
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であった．

 11）潰瘍性大腸炎24例中，14例半年以上のfollow up

をおこなった．そのうちprogressive 4例， stationary 4

例，regress五ve 6例であった．

 12）内視鏡検査によりmuhiple lesiousを発見できた

症例が53例あった．そのうち，注腸X線内視鏡の両者と

もに多発性病変を認めたもの6例，内視鏡検査でさらに

病巣の1個を確認し追加したもの26例，X線で病巣が不

明であったが内視鏡で多発性病変を発見できたものが18

例であった。

 13）732回検査中，偶発症は1例でS状結腸穿孔であ

った．

 14）小児（6～14歳）のColon面berscopyは，5例8

回に施行している．そのうち，1例に出血が確認され，

緊急にてPolypectomyを施行した．5例中4例は，回

盲部まで挿入している．

 結 論

 以上の事実から，Colon面berscopy臨床上きわめて有

用であるが，スコープや手技の改良により，理想的深部

挿入率へ達することが期待される．また，大腸病変の微

細観察と機能面への応用が，今後の目標と考えた．

論 文 審 査 の 要 旨

 著者は極めて多数の症例について大腸ファイバースコープ検査を行ない，数々の新らしい知見をえたう

えで，大腸病変の診断に内視鏡検査が不可欠であること，ならびに種々の大腸疾患における内視鏡検査の

診断的意義を明確にした．学術上価値ある論文と認める．
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